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山
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ももかさん
置戸町役場総務課
総務係　主事補

【出身は】訓子府町生ま

れで北見柏陽高等学校卒

業

【ご家族は】両親、姉

【趣味は】スイーツなど美味しいものを食べること

【置戸の印象】商店街を花で彩り、きれいなまち。

【皆さんへ一言】わからないことばかりですが、少

しでも仕事に慣れて、地域の皆さんに貢献できる

ように頑張りますので、よろしくお願いします。
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置戸小学校　教頭

【出身は】大空町女満別

生まれ

【前任地は】津別中学校

【ご家族は】妻と娘

【趣味は】家庭菜園

【置戸の印象】きれいな街並みと地域の人が温かく

受け入れてくれるまち

【皆さんへ一言】置戸小学校の子どもたちの力がつ

くように頑張ります。

　今回は、６月から拓殖第二に新しい工房を開設

した長谷川香奈さんを訪ねました。

■オケクラフトマンを目指すきっかけは

「以前は、趣味で陶芸やガラスのアクセサリーを

製作していました。やがて本格的にモノづくりの

勉強をやってみたいという思いが強くなり、研修

制度などの情報を集めていたときに、オケクラフ

トの研修制度を知り、思い切って応募しました」

■機能性を大切にしたモノづくり

「病院勤務時代のことですが、手のしびれなどの

症状により、重さのある陶器の食器を持てない方

もいました。そのため、キャラクターがついた子

ども用のプラスチックのコップを使用する姿を見

て、もっと機能的なデザインの軽い食器があれば

と思いました。使う方にとって、使いやすく機能

性があるモノづくりを目指しています。芸術作品

ではなく、使う人に『いいね』と思ってもらえる

日常使いのクラフトを作っていきたいです」

■端材も捨てずに有効活用

「木材が不足している時代と言われますが、端材

も工夫して有効活用し、新たな商品を生み出した

いですね」

長谷川香奈さんプロフィール

帯広市出身、32歳、帯広市内の病院で管理栄養士と
して勤務していたが、オケクラフトの作り手を目指
し、平成27年に置戸町へ移住。

ボウルや皿などを製作樹種の異なる端材を活用した
ボタンとカップ

「アートよりクラフト、機能性を目指しています」と語る長谷川さん

（拓殖第二）
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（拓殖第二）
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